









































































































発 表 者 高良 佑樹 氏（北海道大学大学院経済学研
究科博士後期課程）
タイトル Cultural Differences and the Trade of
Cultural Goods









発 表 者 土居 直史（経済学部講師）
タイトル Empirical Analysis of the National
Treatment Obligation Under the WTO: The














報 告 者 オルソン，ロバート C.（人文学部講師）
タイトル Cotext: What is it and how can we use it ?
コーテクスト：それは何ですか？ それをど
のように使いますか？
10 月 20 日㈭
3311 会議室（⚓号館⚓階）
報 告 者 中田 雅美（人文学部准教授）
タイトル 「地域を基盤としたソーシャルワーク」って
何だ?!
12 月 15 日㈭
A館⚔階共同研究室（A館⚔階）










9 月 22 日㈭
⚑号館⚔階会議室（1-408）
報 告 者 橘井 雄太（法学部講師）
タイトル 不法行為法における作為義務
─日本の議論状況と若干のドイツ法─
10 月 20 日㈭
⚑号館⚔階会議室（1-408）







代 表 者 中村 永友
構 成 員 石川 千温，井上 仁，大國 充彦，
奥田 統己，小内 純子，鏡味 秋平，
葛西 俊治，北田 雅子，小池 英勝，
小出 良幸，佐藤 和洋，諸 洪一，
白石 英才，杉本 修，高木 清，
高田 洋，土居 直史，中村 永友，
西尾 敬義，新國三千代，早田 和弥，
平澤 亨輔，皆川 雅章，宮町 誠一，
三好 元，森田 彦，山田 智哉，
湯本 誠，渡邊 愼哉
本研究部会は研究紀要「情報科学」を発刊することが






代 表 者 大國 充彦















































代 表 者 奥田 統己
構 成 員 奥田 統己，児島 恭子，眞田 敬介，





第 77 回札幌学院大学言語学談話会 2016 年 4 月 6 日㈬
Elia Dal Corso（The School of Oriental and African
Studies, University of London）
ʠObservations on Sakhalin Ainu evidentialityʡ
第 78 回札幌学院大学言語学談話会 2016 年 5 月 26 日㈭
小林 美紀（藤女子大学非常勤講師）
「意味的な場所を目的語とするアイヌ語動詞」
第 79 回札幌学院大学言語学談話会 2016 年 7 月 28 日㈭
Larisa Avram（University of Bucharest）
ʠRemarks on the reflexive in Romanianʡ
第 80 回札幌学院大学言語学談話会 2016 年 9 月 29 日㈭
眞田 敬介（札幌学院大学人文学部）
― 8― ― 9―
「留研の研究構想（英語法助動詞の認知歴史言語学的研
究─must と have to を中心に─）」
奥田 統己（札幌学院大学人文学部）
「留研の研究構想（アイヌ語調査資料の整理と公開準備）」
第 81回札幌学院大学言語学談話会 2016 年 11 月 24 日㈭
佐々木 冠（札幌学院大学経営学部）
「日本語方言の名詞修飾構造」








代 表 者 新田 雅子
構 成 員 浅川 雅己，井上 大樹，石井 和平，
碓井 和弘，内田 司，大國 充彦，
小内 純子，片山 一義，北林 雅志，
木戸 功，白石 英才，高橋 麻美，
鶴丸 俊明，中田 雅美，中村 永友，
中村 裕子，平澤 亨輔，藤野 友紀，
三好 元，村澤和多里，山本 純，
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井上 仁 自己資本比率規制に関する基準変更が銀行行動に与えた影響 200,000














































































































































































































































10 月～2017 年 3 月 収集した欧州エアラインの勤務実
態資料に基づき，我が国のものと比較・分析した．






















































































































予定を変更し 22 並列実行が可能な CPU を購入した．
当初予定していた GPGPUは約 3000 並列実行が可能で，
CPU は拡張命令を用いて約 300 並列が可能である．数
字上では，GPGPU と比較して 10 倍の性能差があるが，












































































































































































2) では，地域の 2 つの団体（くまじー 3 名，ぷらす
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受講等）を設け，準備も含め相互に確認する機会を持っ
た．4) では，3) の北大の学生の協力の下，北大から遠
























































































教育学会，10 月北海道大学 FD 協議会，12 月山形大学




























































費 4.4 万円，日経ビジネス 2.3 万円，ダイヤモンドハー










































































日本言語学会大会運営委員長（2015 年⚘月～2016 年 12
月）













































































































































日本消費者教育学会評議員・事務局次長（2010 年 10 月
～2016 年⚙月）






























































平成 28 年度 石狩管内市町村広報連絡協議会 第⚑回
定例会 講師「広報における情報の活用について」
（2016 年 12 月）
― 20 ― ― 21 ―
【経済学部】
















て研究を行った．1996 年に銀行法 26 条が改正され，




















































































































研 究 所 紀 要 第 ⚔ 巻（2017）と，国 際 会 議 2017
International Conference on Mathematical Methods &
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①学会費，学会参加費 約 10 万円 ②日本社会学会
その他，学会出張旅費 約⚘万円 ③書籍 約 15 万円
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月～2017 年 11 月）
日本行動計量学会大会担当委員（実行委員長）（2015 年



























の買い換え，12 万円，学会費 25,000 円，残りを書籍代，
パソコンソフトなどの消耗品に当てた．










































































（2016 年 10 月 30 日～11 月⚖日）
平成 28 年度北海道保育研究大会講師，北海道社会福祉
協議会・保育協議会（2016 年⚖月 16 日）
― 26 ― ― 27 ―









































































































































































者（2016 年 11 月）
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岡 崎 清
◆研究報告






2016 年 12 月，大矢健，衣川清子，小古間甚一，小林一
博の⚔名と共にClarice Stasz, AMERICAN DREAMERS:



















ᷤ 西 俊 治
◆研究報告
⚑）前年 2015 年度にイタリアで開催された国際学会
13th European Arts Therapies Conference（ECArTE）
にて発表した内容が刊行されるため，その分担執筆
ʠSmall and Slow Movements and Cultural Modal Shift

















































書籍代 約 81,000 円 情報機器 約 88,000 円 辞書
約 7,000 円 インク等 約 24,000 円
― 28 ― ― 29 ―























究所（2016 年 12 月 19 日）
対人コミュニケーションに活かす動機づけ面接とコーチ
ング講師，札幌学院大学社会連携センタ （ー2016 年 11
月⚙日～30 日）
動機づけ面接フォーラム報告講師，動機づけ面接法調査





































































































（Ａ) ｢英語認識的法助動詞 have to の使用依拠的考察」．
電子コーパスを用いて 2010 年～2012 年の現代アメリ




















に至ったのかの解明」である．2016 年⚘月 12 日にシ
ンポジウムで発表した（司会兼務）．また，このテーマ









































































菅 原 秀 二
◆研究報告












































































成 28 年⚘月全国保育士養成協議会第 55 回研究大会に
て共同発表．
◆個人研究費の執行概要






中 田 雅 美
◆研究報告
2016 年度の研究成果は，大きく分けて⚒つある．
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ループハウス連絡会・連続講座（2016 年 10 月⚙日）
「地域におけるデイサービスの役割を考える」講師，平成
28 年度 老人デイサービス研究部会西毛ブロック
第⚒回研修会（2016 年 11 月 25 日）
「福祉の仕事の面白さ」講師，札幌学院大学 高大連携プ
ログラム（2016 年 12 月⚒日）
中 村 敦 志
◆研究報告
研究成果を下記の論文にまとめて発行．































を行った．Joseph Conrad の Heart of Darkness（1899）
や Joyce Cary のMister Johnson（1939）にその典型が見
られるヨーロッパ側からみたアフリカの表象を確認する
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別市民会館（2016 年 10 月 15 日）
北海道福祉サービス運営適正化委員会，平成 28 年度苦
情解決システム研修会「実践に活かす「苦情」の理解
と対応」，北海道第⚒水産ビル（2016 年 11 月 16 日）





















































旅費─約 25 万円 アメリカ史学会（東京），身体・環境
史研究会（京都），アジア医療史研究会（台南）他






From April 2016 to March 2017, I wrote a book
chapter and proceeding article, and gave six presenta-
tions in Japan-based conferences. My educational re-
search focused on video assessment of English presenta-
tions by students. This is an eight-year joint action
research project conducted with doing speech presenta-
tion classes, including Matthew Cotter of Hokusei
Gakuen University. We focused on how to do pre-
performance training using a calibration tool in the Video
Assessement Module for Moodle. I directed bug-fixing of
this learning module and testing in classrooms at SGU. A
second theme of research was content sharing of online
e-learning materials. We continued to improve a course-
sharing hub for Moodle LMS courseware in Japan. A
third project was developing a new module for extensive
EFL writing called the Essay (autograde) question type. I
helped write specifications for this module which was
funded and programmed by Hokusei Gakuen University.
◆個人研究費の執行概要
The main expenses were for travel expenses were for
attending conferences and presenting results of this
work. I also obtained outside funding for programming a
open courseware sharing site for the Moodle learning
management system (LMS).
◆社会的貢献
Board Member, Institute of Cultural Affairs Japan
(Community Development NGO)
Officer, Japan Association of Language Teaching-
Hokkaido Chapter
Officer, Moodle Association of Japan, Hokkaido Chapter
Vice-President: Moodle Association of Japan, National
― 36 ― ― 37 ―
Officers Committee
Co-chair, CALL-Plus Workshop, Sapporo Gakuin
University, Department of English and British-
American Studies
















月～2018 年 12 月）
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【法学部】
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【社会情報学部】
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著書・論文等の執筆
【経営学部】
河 西 邦 人
◆講演等に関する記録
「持続可能なソーシャルビジネスの経営」，日本政策金融
公庫釧路支店，2016 年 10 月 24 日
「はじめてみよう！市民活動 ～市民主体のまちづくり
事業に必要な企画力～」，えべつ協働ネットワーク，





Transitivity and Valency Alternations: Studies on
Japanese and Beyond，佐々木 冠 共著，Anticausa-
tivization in the northern dialects of Japanese, pp.
183-214, Mouton de Gruyter，2016 年⚘月






津 田 雅 彰
◆その他の論文・研究ノート
「北海道の商業教育の充実を目指して」，日本商業教育学














































合同教育研究全道集会 第 17 分科会，2016 年 11 月⚖
日
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吉 川 哲 生
◆著書
「現代金融論」，吉川哲生 共著，第⚘章 国債膨張下の財
政と金融，有斐閣，2016 年 12 月
◆その他の論文・研究ノート
「人口動態，経済成長，資本移動（上）」，吉川哲生 共訳，
国際金融，1289 号，pp.6-13，2016 年 10 月
「人口動態，経済成長，資本移動（下）」，吉川哲生 共訳，
国際金融，1290 号，pp.18-26，2016 年 11 月





浅 川 雅 己
◆その他の論文・研究ノート
「岩佐 茂 編著『マルクスとエコロジー 資本主義批判




本多佑三，経済分析，第 193 号，pp.161-195，2017 年
⚓月
◆その他の論文・研究ノート
Hitoshi Inoue, Kiyotaka Nakashima, and Koji Takahashi,
Comment on Peek and Rosengren (2005) ‘Unnatural
Selection: Perverse Incentives and the Allocation of
Credit in Japan’, Social Science Research Network
(SSRN)，2016 年⚗月
Yuzo Honda and Hitoshi Inoue, The Effectiveness of the
Negative Interest Rate Policy in Japan: An Early
Assessment, Discussion Papers In Economics And
Business, Graduate School of Economics and Osaka





大学），2016 年⚕月 14 日
「量的緩和策の銀行貸出への効果」，札幌学院大学経済研
究部会研究会，2016 年⚖月⚒日
小 池 英 勝
◆その他の論文・研究ノート
「情報技術教育を振り返って─先進的な情報教育を目指







学，2017 年⚑月 16 日
















白 石 英 才
◆著書
「ニヴフ語音声資料 13」，白石英才 共著，pp.1-104，札幌
学院大学総合研究所，2016 年 12 月
◆その他の論文・研究ノート
Vowel co-occurrence restriction in Ainu, From seman-
tics to dialectometry, Vol.1, pp.315-324，2017 年⚑月
「北東アジアにおける母音調和の歴史的発展過程」，現代
音韻論の動向，⚑巻，pp.34-35，2016 年⚙月
Asymmetric distribution of vowels in Nivkh，白石英才・
ベルツ・ボツマ，Studia Orientalia, Vol.117, pp.39-46，








語」，ふるさと江別塾，2016 年 10 月⚘日
「サハリンの言語と文化」，北方民族文化シンポジウム，
2016 年 10 月 14 日
Means to count noun in Paleo-Siberian and Nivkh，アジ
ア地理言語学研究，東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所，2017 年⚓月 17 日






















本経済学会春季大会，2016 年⚖月 18 日
中 村 永 友
◆査読付論文
Bayesian estimation of observation error covariance
matrix in ensemble-based filters, Quarterly Journal of
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【人文学部】







大学心理臨床センター紀要，16 号，p. i，2016 年⚗月




2016 年 10 月


























市市民会館（北海道），2016 年 11 月 29 日
臼 井 博
◆著書
























会館，札幌市，2016 年⚔月 10 日
「志を育てる─学校は未来へ羽ばたく滑走路─」，札幌市
立幌南小学校第 42 回北海道小学校教育研究大会，札
幌市立幌南小学校，札幌市，2016 年⚗月 27 日
「学力を伸ばす隠れた要因─非認知的スキルのはたら
き─」，北海道小学校校長会，教育文化会館，札幌市，






ТΘВ АЙМГИЙН МΘНГΘНМОРЬТ СУМЫН НУТАГ
ЗΘΘН БАЙДЛАГИЙН ГОЛ: МОНГОЛ- ЯПОНЫ Х
АМТАРСАН “ЭРТНИЙ МОНГОЛЧУУДЫН ΘЙЛ
ДВЭРЛЭЛИЙН ТΘΘХ” ТΘСΘЛ，2017 年⚒月




大学人文学会紀要，100 号，pp.100-131，2016 年 11 月









するシンポジウム」，2016 年⚖月 30 日
「『子どもの貧困』と『私たちの社会』 求められる対応と
方向性を考える」，石狩管内公立小中学校事務職員研












紀要，100 号，pp.83-99，2016 年 10 月
「The Background of Transitions in Microblade







た原産地調査」，高梨学術奨励基金年報 平成 27 年度




回全国大会，2016 年⚘月 20 日














館ちゃれんが講座，2016 年 10 月 30 日
「アイヌ語研究の現状と展望」，Luncheon Linguistics，東
京外国語大学語学研究所，2016 年 12 月 21 日













pp.2-7，2017 年⚓月 10 日




2016 年 10 月
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学術大会，札幌 かでる 2.7，2016 年⚖月 25 日
「禁煙支援にいかす動機づけ面接法」，糖尿病等の生活習
慣病予防のための人材育成研修会，北海道健康づくり




















2016 年 10 月







































2016 年⚕月 27 日
「イチョウ巨樹をめぐる歴史⚑ 巨樹伝説の変化」，札幌
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2016 年⚘月 12 日


































版』，pp.114-122，勁草書房，2016 年 12 月
◆その他の論文・研究ノート
「ソーシャルワーク実践におけるʠ事例ʡに関する研究」，
札幌学院大学 人文学会紀要，第 100 号，pp.155-165，
2016 年 10 月
「福祉教育の視点からみた高校福祉教員養成の今日的課




亜大学 70 周年記念 国際シンポジウム，2016 年 11 月
19 日





中 村 裕 子
◆その他の論文・研究ノート
「日本ソーシャルワーク学会第 33 回大会報告 大会長講








動センター，2016 年⚗月 20 日
「精神保健福祉士養成校教員の立場から」，実習指導者













取り組む際の課題と支援」，教師教育研究第 29 号，29 号，
pp.33-43，2016 年⚕月
「映画で感じる発達障害・愛着障害の豊かな可能性」，
障害者の福祉 ノーマライゼーション，36 巻 10 号，pp.



























ン，44 巻 10 号，p.941，2016 年 10 月
「「葛城事件」─無差別殺傷事件の深淵を辿り学ぶ試み







































者の視座から─」，厚生労働省委託事業 平成 28 年度発
達障害者就労支援者育成事業【北海道・東北ブロック】
発達障がい者就労支援講習会，2017 年⚑月 25 日
「発達障害のある児童生徒の実相と教育的支援」，平成
28 年度地域連携研修事業「特別支援教育に関する講演




演会」，2017 年⚒月 21 日
「将来を見とおした発達障害支援─教育・教職の視座
から一考する」，北海道臨床心理士会平成 28 年度第⚔回
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2016 年 10 月













化の抽出」，2017 年⚓月 25 日








(Book Chapter) Paul Gruba, Don Hinkelman, Monica
Cardenas,New technologies, blended learning, and the
ʞflipped classroom’, Routledge Handbook of English
Language Teaching,Vol.4, pp.135-149, 2016 年, Edited by
Graham Hall, https://www.routledge.com
(Journal Article)D. Hinkelman, A. Jenkins, Y. Asada, J.
Hunt, Open Courseware Community Hub: Versioning,
Social Networking Theme & Personalized Mailings
オープンコースウェアの共有：バージョン管理，共有用
テーマおよび個別メール機能，日本ムードル協会全国大
会 2016 発表論文集／Proceedings of the 2016 Moodle
Association of Japan Annual Conference, Vol.4, pp.19-24,
2016 年⚗月 31 日, Paper Number 239, available from:
https://moodlejapan.org
















合会乳幼児保育研修会，2016 年⚗月 12 日
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◆講演等に関する記録
「障害者を支援するということ」，平成 28 年度相談支援






学会第 64 回秋季大会，2016 年⚙月 11 日
「障害者を支援するということ」，平成 28 年度相談支援
従事者研修（サービス管理責任者／児童発達支援管理










水 島 梨 紗
◆講演等に関する記録
亘理陽一・水島梨紗，A reexamination of meta-analyses
of explicit grammar teaching research from pedagogi-
cal perspectives, 35th Second Language Research
Forum（SLRF 2016），2016 年⚙月 24 日
















ライブ！ 2016」，2016 年 11 月
「医療領域の認知行動療法と動機づけ」，札幌動機づけ面
接法研究会，2016 年 11 月
「集中力のセルフケア・こころのお仕事大解説（医療領
域）」，札幌学院大学公開講座「高校生のための心理学
講座」，2016 年 12 月
「認知行動療法を活かした援助者のセルフケア」，サポー
ターのためのグリーフを学ぶ会，2017 年⚑月
宮 町 誠 一
◆その他の論文・研究ノート
(翻訳）Nicholas Marsh「William Blake:The Poems」，


















神科リハビリテーション研究会，2016 年 11 月 12 日
森 直 久
◆著書
Making of the future: The trajectory equfinality ap-
proach in cultural psychology，森 直 久 著，
Information Age Publishing，2016 年⚔月
安 木 尚 博
◆査読付論文
「子どもひとりひとりの感性を育む」，こども発達学科 10
周年記念文集，⚑巻⚑号，pp.147-149，2016 年 10 月
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新たな視点」，2016 年⚖月 21 日
平成 28 年度⚖市町合同保育業務従事職員研修会「集団
の中で関わりが難しいお子さんと保護者の対応につい
て」，2016 年⚗月 13 日
江別市自立支援協議会子ども部会「障がいがある子ども








族に対するCRAFTの応用」」，2016 年 10 月⚘日
日本自閉症スぺクトラム学会研修「アセスメント」，2016
年 10 月 15 日
水藤昌彦（指定討論）・辻由依・鈴木育美（シンポジスト）・
山本彩（司会）「切れ目のない発達障がい支援を目指し
て～司法・医療・福祉の連携～」，2016 年 11 月⚕日
山本彩（司会）「札幌市家族支援体制整備事業「ペアレン
トメンター公開講座」」，2016 年 11 月 12 日
江別市自立支援協議会「大人の発達障害について」，2016
年 11 月 16 日
全国精神障害者地域生活支援協議会「札幌市発達障がい
者支援体制整備事業ネットワーク作り部会を中心に」，
2016 年 11 月 19 日
北海道家族支援体制整備事業「家族が家族を支えるとい









2016 年⚖月 15 日
「ストレングスの視点を用いた支援」，さっぽろ青少年女
性活動協会「児童会館におけるケーススタディー」，





視点と実際の活用事例から」，第 23 回 NPO 北海道思
春期支援ネットワークセミナー，2016 年⚙月 25 日
「スクールソーシャルワーカーとのコラボレーション」，
後志管内高等学校養護教諭研究協議会第⚒回研究協議
会，2016 年 10 月 17 日
「利用者のストレングスとエンパワメントアプローチ」，
平成 28 年度全道母子生活支援施設スキルアップ研修
会，2016 年 11 月 18 日
「実践講座 エンパワメントアプローチ」，北海道医療
ソーシャルワーカー協会 A 支部平成 28 年度実践講
座，2016 年 11 月 19 日
「効果的なスクールソーシャルワーク事業プログラムに
関する研究会」主催，科研（基盤研究B大阪府立大学








委員会，2017 年⚒月 27 日，札幌市
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年記念誌，2016 年 10 月
【法学部】

































⚕月 20 日・⚖月 10 日・10 月⚖日
市民講演「メンタルヘルス問題から会社と労務担当者を
守る」，日本生命，日本生命釧路支社，釧路市・帯広市・
北見市，2016 年⚖月 22 日・23 日・29 日
広報誌記事「市民法律相談」，イーハトーヴ，2016 年⚕・
⚗・⚙・11 月・2017 年⚑・⚓月（予定）
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広報ニセコ「市民法律相談」，ニセコ町，2016 年⚕・⚗・
⚙・11 月・2017 年⚑・⚓月（予定）





清 水 敏 行
◆講演等に関する記録
「日韓関係」，2016 年札幌日韓関係シンポジウム「新しい
日韓関係と未来ビジョン」，2016 年⚗月 15 日








「平成 28 年改正税法」，北海道税理士会，函館，9月 14 日





小 内 純 子
◆著書
『世界に学ぶ田園回帰（シリーズ田園回帰第⚘巻）』，大森
























Universality of nucleon-nucleon short-range correla-
tions: The factorization property of the nuclear wave
function, the relative and center-of-mass momentum
distributions, and the nuclear contacts, Physical
Review C，Vol. 94 No. 4，pp. 044309-1～044309-19，
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学会発表・研究会等での発表
【学長】




パレス，札幌，2017 年⚑月 24 日
【経営学部】










飾表現）第⚒回共同研究会，2016 年 11 月 19 日
「北海道方言の自発構文の非正規構造」，南山大学言語学
ワークショップ，2016 年 12 月 17 日
「能格か経験者格か：関東地方の斜格経験者」，北海道方
言研究会，2017 年⚑月 29 日








北海道部会，2016 年⚕月 28 日
橋長真紀子
◆学会報告等
Decisional balance scale development for the financial
behavior of Japanese college students, The 11th
Biennial Conference of Asian Consumer and Family
Economics Association, Hong Kong Shue Yan
University, Hong Kong，2016 年⚗月
橋長真紀子・石島恵美子「高大比較の幸福度と金融知識
の関係」，日本消費者教育学会 第 36 回全国大会，
2016 年 10 月
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原 晴 生
◆学会報告等
「統合報告における保証」，日本会計研究学会 第 75 大


















A Potential Pitfall in Estimating a Nonlinear Function of
Bank Lending: A Critical Evaluation of “Unnatural
Selection”，日本経済学会 2016 年度春季大会（名古屋
大学），2016 年⚖月 19 日
A Potential Pitfall in Estimating a Nonlinear Function of
Bank Lending: A Critical Evaluation of “Unnatural
Selection”，日本金融学会 2016 年度秋季大会（関西大
学），2016 年 10 月 15 日







Hidekatsu Koike, Search Space Reduction with Multiset
for Effectively Solving the Container Pre-Marshalling
Problem, 2017 International Conference on
Mathematical Methods & Computational Techniques
in Science & Engineering, Murray Edwards College,







Structural Changes of Economy and Perspective for
Industrialization of Agriculture in Japan, The 33rd
International Geographical Congress，2016 年⚘月
白 石 英 才
◆学会報告等
Linguistic atlas of northeast Asia，サハリン州郷土博物
館 125 周年記念国際学会，2016 年⚙月 13 日
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新 開 潤 一
◆学会報告等
Industrial Convergence in East Asia, The 15th
International Convention of the East Asian Economic
Association, Bandung，2016 年 11 月
土 居 直 史
◆学会報告等
Empirical Study of Per-passenger and Per-flight Airport
Charges, Summer Workshop on Economic Theory，
2016 年⚘月⚘日
An Airline Merger and its Remedies: JAL-JAS of 2002,
Asian Meeting of the Econometric Society，2016 年⚘
月 11 日
Merger and Acquisition in the Airline Market: JAL-JAS
of 2002，近経研究会（横浜国立大学），2016 年 10 月 27
日
Empirical Study of Per-passenger and Per-flight Airport
Charges, International Workshop: Competition and
Public Policy in Network Industries，2016 年 12 月⚖
日





協会 教育改革 ICT 戦略大会，私立大学情報教育協
会，アルカディア市ヶ谷，東京，2016 年⚙月⚖日
中村永友・土屋高宏「疑似乱数における局所一様性に関
する統計的性質」，日本計算機統計学会 第 30 回シン
ポジウム，日本計算機統計学会，プラサ ヴェルデ，
沼津市，2016 年 11 月 24 日
北村紘・田村彌・中村永友「Exclusive Dealing and
Upstream Competition: A Laboratory Experiment」，
2016 年度日本応用経済学会秋季大会，日本応用経済
学，慶応義塾大学（三田キャンパス），横浜市，2016 年
11 月 26 日
【人文学部】




学（北海道江別市），2016 年⚗月 17 日
「地域若者組織の自立支援の可能性」，日本教育学会，北






学会，北海道大学（札幌市），2016 年⚙月 10 日
「生活困難層の就学前の子育てにおける現代的課題」，日
本社会教育学会第 63 回大会，日本社会教育学会，弘前






























大 澤 真 平
◆学会報告等
「生活困難層の若者の『自立』─若年女性の事例から」，第
34 回日本生活指導学会，2016 年⚙月 10 日
「貧困と若年女性のライフコース─『貧困の世代的再生
産』に関する継続ヒアリング調査から─」，第 68 回日
本教育社会学会，2016 年⚙月 16 日
「『見えない貧困』を見るために─子どもの貧困にどう向
き合うか─」，第 24 回日本養護教諭教育学会，2016 年
10 月⚘日
大 塚 宜 明
◆学会報告等
「北海道における細石刃文化以前の石器製作技術の構造
とその系譜」，第 20 回 北フォーラム，2016 年⚕月 25
日
「The Background of Transitions in Settlement Patterns
during the Early Upper Paleolithic in Central Japan」，
The 8th Meeting of the Asian Paleolithic Association
2016 年⚖月 26 日
「2016 年度置戸産黒耀石原産地調査の成果と課題」，第⚓
回 先史時代における置戸産黒耀石の利用解明を目的
とした調査に関する研究会，2016 年 12 月 17 日




北 田 雅 子
◆学会報告等
How MI reduces counselor’s stress related counseling.，





会，2016 年⚗月 30 日













「実用英語教育学会研究会」，2016 年 10 月 28 日





国保育士養成協議会第 55 回大会，2016 年⚘月 26 日
中 田 雅 美
◆学会報告等
「高齢者の住まいとしつらえ─原理原則からみえるも
の」，日本認知症ケア学会 第 17 回大会，2016 年⚖月
⚕日
Attitudes toward Caring for Parents and Factors in
Their Children’ s Relationships with Them in Japan:
Using Multinomial Logit Models, 23RD NORDIC
CONGESS OF GERONTOLOG，2016 年⚖月 21 日
「福祉教育の視点からみたソーシャルワーク教育に関す
る一考察─高校福祉免許取得者へのインタビュー調査
をとおして─」，日本ソーシャルワーク学会 第 33 回
大会，2016 年⚗月 10 日
An Obligation of Family Care and its Determinants in
Japan, The 8th Congress of the European Society on
Family Relations，2016 年⚙月⚑日
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Don Hinkelman, Task-based Formative Assessment in
Moodle, Task-based Language Teaching in Aisa 第⚓回
国際大会，Ryukoku University, 東京都，2016 年⚖月 23
日
Don Hinkelman, Smartphone English: Applications at
SGU, 全国語学教育学会 北海道支部研究会 CALL-Plus
Workshop, 札幌学院大学，江別市，2016 年 10 月 29 日
Rob Olson, Wayne Skelton, Don Hinkelman, Dream in
English: Open-source Websites and Texts, Japan
Association of Language Teaching 2016 International
Conference, WINC Aichi, 名古屋市，2016 年 11 月 27 日
Matt Cotter, Don Hinkelman, Kate Sato, Junior Koch,
Peer & Self-Assessment of Spoken Performances, Japan
Association of Language Teaching 2016 International
Conference, WINC Aichi, 名古屋市，2016 年 11 月 27 日
Don Hinkelman, Courseware Sharing with the MAJ
Hub and Sharing Cart, 第⚙回日本ムードルムート
Moodle の教育者と開発者全国学会，自治医科大学，栃
木県，2017 年⚒月 17 日













市，2016 年 10 月⚘日
森 直 久
◆学会報告等
森 直久・村上享子，Transmission of memories among
generations through physical and narrative activities.,
7th Nordic ISCAR Conference，2016 年⚖月
山 本 彩
◆学会報告等
山本 彩・鈴木育美「第 57 回日本児童青年精神医学会「自
閉スペクトラム症に配慮したシームレスな矯正教育・
地域支援～医療観察法や特別調整を用いない事例の報
告～」」，2016 年 10 月 29 日
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【法学部】








嶋 田 佳 広
◆学会報告等
「引退過程と雇用保険」，ミニシンポジウム②「被用者の
引退と所得保障」，日本社会保障法学会，2016 年 10 月
15 日





















ンファレンス北海道 2016 論文集，pp.60-61，2016 年
10 月
「学習過程の可視化と記録のためのノート活用」，第 20
回教育資料研究会レジュメ，2016 年 11 月
「民具資料のデジタルアーカイブ化 ─俯瞰撮影画像を
用いたアイヌ衣服文様の立体的構成の再現─」，第⚗
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【社会情報部】




同志社大学，2016 年⚖月 18 日
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科学研究費補助金間接経費研究活動活性化事業
◆開催日





























































のため，最終号（『社会と情報』Vol. 25 1-2 合併号）は記









学教員 12 名，学外関係者 15 名）から 37 編の原稿が寄せ
られた．教育と研究の両面において，充実した総括を行
うことができた．
印刷部数は 100 部で，内 10 部は大学保管分，27 部は
学外関係者 22 人への発送分，残り 63 部に関しては主に
学内関係者に配布する予定である．
◆開催日
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◆実施内容


























2016 年 10 月 1 日㈯ ※滞在期間：2016 年 9 月 28 日














































かわっている方々にお願いしました．10 月 5 日の第 1
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主催者挨拶 札幌学院大学学長 鶴丸 俊明
主催者挨拶 東亜大学校学長 オ・スンクン
来 賓 挨 拶 駐札幌大韓民國総領事 ハン・ヘジン 氏
10：20～







































はじめに：日韓社会の将来像 札幌学院大学地域社会マネジメント研究科長 平澤 亨輔
第一報告：少子高齢化社会のこれから
少子高齢化とライフコースの変容：人口転換と世代 札幌学院大学人文学部人間科学科准教授 木戸 功
少子化・高齢化の影響と未来世代負担論 東亜大学校社会科学部社会福祉学科教授 ナム・チャンソップ
第二報告：地域経済とアジア















































































・Nicholas Marsh William Blake: The Poems
宮町 誠一
第 101 号（川合増太郎教授 小林好和教授 退
























ダニエル スリヴィオク・ボーン 著・田處 博之 訳
・ラートブルフ法哲学における政党論批判
張 龑 著・鈴木 敬夫 訳







宋海彬（Song Haibin）著・鈴木 敬夫 訳
社会情報
Vol. 25 No. 1-2（社会情報学部 25 周年記念特集
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【4】川原茂雄著『かわはら先生の憲法出前授業 よくわかる改憲問題
高校生と語りあう日本の未来』
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学会発表旅費助成採択者一覧
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学部 申請者 学会名 開催地 発表タイトル
経営学部 橋長真紀子
The 11th Biennial Conference of






Developing of the Decisional Balance







A Potential Pitfall in Estimating a
Nonlinear Function of Bank Lending: A
Critical Evaluation of “Unnatural
Selection”
経済学部 小池 英勝
2017 Int. Conf. on Mathematical
Methods & Computational





Search Space Reduction with Multiset
for Effectively Solving the Container
Pre-Marshalling Problem
経済学部 土居 直史





An Airline Merger and its Remedies:
JAL-JAS of 2002
経済学部 中村 永友



























The Background of Transitions in
Settlement Patterns during the Early
Upper Paleolithic in Central Japan
人文学部 北田 雅子
2016 MINT (motivational inter-





























The Attitude toward Parent-Caring
and its Factors among their Children in
Japan
人文学部 久藏 孝幸













A reexamination of meta-analyses of
explicit grammar teaching research
from pedagogical perspectives
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学部 申請者 学会名 開催地 発表タイトル
人文学部 森 直久






Transmission of memories among gen-



































氏 名 職名 所属
橋 長 真紀子 准教授 経営学部 2016 年 4 月 1 日
新 開 潤 一 講師 経済学部 2016 年 4 月 1 日
井 上 大 樹 准教授 人文学部 2016 年 4 月 1 日
川 原 茂 雄 教授 人文学部 2015 年 9 月 1 日
北 岡 隆 行 教授 人文学部 2016 年 4 月 1 日
佐 藤 満 教授 人文学部 2016 年 4 月 1 日
中 田 雅 美 准教授 人文学部 2016 年 4 月 1 日
中 村 裕 子 講師 人文学部 2016 年 4 月 1 日
宮 崎 友 香 准教授 人文学部 2016 年 4 月 1 日
橘 井 雄 太 講師 法学部 2016 年 4 月 1 日
瀧 本 京太朗 講師 法学部 2016 年 4 月 1 日
退職
氏 名 職名 所属
石 垣 巧 教授 経営学部 2017 年 3 月 31 日
佐々木 冠 教授 経営学部 2017 年 3 月 31 日
杉 本 修 教授 経営学部 2017 年 3 月 31 日
高 木 清 教授 経営学部 2017 年 3 月 31 日
佐々木 達 准教授 経済学部 2017 年 3 月 31 日
新 開 潤 一 講師 経済学部 2017 年 3 月 31 日
臼 井 博 教授 人文学部 2017 年 3 月 31 日
大 瀬 隆 教授 人文学部 2017 年 3 月 31 日
平 体 由 美 教授 人文学部 2017 年 3 月 31 日
家 田 愛 子 教授 法学部 2017 年 3 月 31 日
西 尾 敬 義 教授 法学部 2017 年 3 月 31 日
長期在外研究員
片 山 一 義（経済学部・教授）2016 年 10 月 1 日～2017 年 9 月 30 日
研究題目 「世紀転換期アメリカにおける労務供給請負制度（パドローネ制度）の研究」
研究機関 カリフォルニア大学バークレー校
眞 田 敬 介（人文学部・准教授）2016 年 10 月 1 日～2017 年 9 月 29 日
研究題目 「英語法助動詞の認知歴史言語学的研究─ must と have to を中心に─」
研究機関 ブリティッシュコロンビア大学
長期国内研究員




碓 井 和 弘（経営学部・教授）2016 年 4 月 1 日～2016 年 9 月 26 日
研究題目 「現代マーケティングの特質分析と実践力の育成に関する研究」
藤 野 友 紀（人文学部・准教授）2016 年 10 月 1 日～2017 年 3 月 31 日
研究題目 「聴覚障害児・者のアイデンティティ形成とその支援に関する発達心理学的研究」






























































































































Ohna, 2004，Goedele De Clerch, 2007，Benjamin









































































研究代表者 研究種目 研究課題 直接経費





















佐々木 冠 基盤研究（C） 通言語的観点から分析する逆使役的関連形態法の広がり 1,100,000










































































































































































































































































































成 29 年 3 月の日本発達心理学会において発表を行った．


































りと保守勢力の退潮という，2002 年，2004 年，2008 年と
同じパターンを繰り返している．今回のケースでは
2002 年と 2004 年に見られた蝋燭デモによる国政選挙へ
の大きな影響を見いだせる．このような蝋燭デモを契機
にした急激な政党支持の変化は再び急速に変化してきた











展開するという 2000 年代 10 年間の政治パターンが



























前年度の反省から 2016 年度は 7月末に研究会を行い，





が書いた論文「Anticausativization in the northern dia-
lects of Japanese」が Mouton 社 か ら 出 版 さ れ た
『Transitivity and Valency Alternations: Studies on
Japanese and Beyond』（Taro Kageyama and Wesley
Jacobsen (eds.)）に掲載された．
この研究計画を進めるためにニヴフ語のテキストデー




















































































































































共著のかたちで出版予定である（2018 年 3 月予定）．支






























































































































































新開 潤一：①イ ン ド ネ シ ア，11/3～11/8，East














Mai University にて S-HTP データ収
集および Pannasastra University にて
コラージュデータ収集
②ベ ト ナ ム，11/13～11/18，Ho Chi








平体 由美：①台 湾，3/9～3/13，Young Scholar

































































































































2016 年度 総合研究所長 中村 永友（経済学部）
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